
大地震や風水害など大規模災害から自分たちの身を守るためには、災害の備えをして自分の命は自分で
守ること（自助）・地域住民が助け合って地域を守ること（共助）が重要です。
ふだんから災害に備え家庭や地域で防災に取り組みましょう。
地域やまちを守るため、地域の自主防災に協力し、いざという時に適切な行動ができるように、防災訓練

や研修会・講演会に積極的に参加しましょう。

●あんしんかさまつメール
町内の防災・防犯情報など身の周りの危険に関する情報が電子メールで配信されます。
※詳細は22ページをご覧ください。

●ぎふ川と道のアラームメール
希望地域の大雨、洪水、道路規制など身の周りの危険に関する情報が電子メールで配信されます。
主な配信内容：大雨・洪水注意報、大雨・洪水警報、雨量情報、河川水位情報、土砂災害警戒情報、

　　　　　　　  道路通行規制情報
登  録  方  法：携帯電話からt-gifu@sg-.jpに空メール(題・本文は入力しない)を送信してください。仮登

　　　　　　　  録完了のメールがすぐに届きますので、記載されている手順に従って登録してください。
　　　　　　  パソコンからは「ぎふ川と道」で検索してください。

●ぎふ山と川の危険箇所マップ
岐阜県では浸水想定区域や土砂災害警戒区域をパソコンから簡単に確認することができる「ぎふ山と川の

危険箇所マップ」が開設されています。お住まいの地域の郵便番号を入力することで危険な箇所を地図上で
確認することができます。ぜひ減災対策にご活用ください。
閲  覧  方  法：パソコンから「ぎふ山と川」で検索してください。または、町ホームページトップページ右下

　　　　　　　  バナー「自宅、大丈夫？ぎふ山と川の危険箇所マップ」からも閲覧できます。
●エリアメール(緊急速報メール)
災害時に、町内におられるＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクモバイルの携帯電話をお持ちの方に一斉に

緊急災害情報が配信されます。
●防災行政無線放送など
防災行政無線放送や町ホームページ、町広報車などから避難誘導案内や災害状況などがアナウンスされます。

避難のための情報は、前述した防災行政無線やあんしんかさまつメールなどを通じて、住民の皆さんにお
伝えします。より安全な避難のために役立ててください。
町災害対策本部からは３段階に分けて発令します。

～家庭・地域での災害への対応力が、被害を最小限に抑えます。～家庭 地域 災害 対応力が 被害を 小 抑えます
災害に備えて、家庭でできること。災害に備えて、家庭でできること。

■災害時の情報収集や連絡サービスの利用方法

■避難情報を入手して早めの行動を

発　　令 行　　動

避難準備・高齢者等
避難開始情報 避難の準備を始めましょう 高齢者や障がいのある方、乳幼児などとその支援者は避難を開始

しましょう。

避難勧告 すみやかに避難を始めてく
ださい

外出することでかえって危険が及ぶような状況では、近くの安全
な場所への避難や、自宅内のより安全な場所（洪水の時は最上階な
ど）に避難しましょう。

避難指示(緊急) ただちに避難してください

災害が発生する状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が高まっ
た場合に発令されます。
ただし、外出することでかえって危険が及ぶような状況では、近
くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所（洪水の時は
最上階など）に避難してください。
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